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要約（Abstract） 

 

私たちが目撃している現代は，後世にどのような転機として意識されるのだろうか。国内

拠点を放棄して外国に拠点を置く多国籍企業も敵視されかねないのがトランプ 2.0 であ

り，「アメリカ第一主義」である。グローバリゼーションに適合した在庫削減やサプライチェー

ンの最適地立地がかえってリスクとなり，「カントリーリスク」や「地政学リスク」が再浮上し

た。次々と繰り出される奇策の「洪水」はトランプ流の「気まぐれ」か，それともニクソン流の

「マッドマン・セオリー」か。直近の変化だけを注視すれば，めまぐるしいジェットコースターの

ような環境変化に惑わされ，乗り物酔いすることになるだろう。では，「自由貿易体制を主導

してきたアメリカ」が変貌したのだから戦後国際秩序は大きく変わったのだという巷の環境

変化の認識で十分だろうか，あるいはそもそも正しいといえるだろうか。より長期に視野を

据え，「南北戦争」を再現したアメリカ建国以来の対立と分断の構図を確認し，「アメリカ第一

主義」100 年の展開を確認したい。理論パラダイムを含め，そこに振り子のような振幅を確

認できれば，トランプ政策が表す変化と転換の意味を知る一助となるだろう。グローバル政

治経済学の知見を援用し，世界システム変動の現局面をとらえる試みとしたい。 

＜参考文献＞拙稿［2020］「グローバリゼーション－『アメリカ第一主義』の起源と帰結」斉藤

修・古川純子編『分水嶺にたつ市場と社会―人間・市場・国家が織りなす社会の変容』文眞堂。 
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